
■９年間がつながる
多様な学びができる柔軟な学習空間／９年間

の教育活動が充実する環境／子ども同士の交

流がしやすい環境

■教職員がつながる
コミュニケーションが取りやすく、効果的・効率的

な執務環境／働きやすい環境の整備

■地域や社会とつながる
地域と共に子どもを育むことができる環境／地

域と共にある学校としてみんなが利用できる環

境（複合化・多機能化）／国際社会に触れる機

会やグローバルなコミュニケーションができる環

境／地域性を活かした施設

■安全と安心
誰もが安心して過ごせる安
全な施設／地域の災害拠
点となる施設

■長期的な使用
維持管理しやすく長期的に
使用できる施設／将来的な
技術革新や社会・学びの変
化に柔軟に対応できる施設

■環境に優しい
脱炭素社会に配慮した環境
にやさしい施設

新しい学校づくり検討会 最終回

基本構想・基本計画（素案）
について最後の意見交換を行いました

10月24日（火）に相良地域（会場：市役所相良庁舎４階大会議室） 、２6日（木）に榛原地域（会

場：市役所榛原庁舎４階会議室）で、最終回となる「第７回新しい学校づくり検討会」を開催しました。

委員は、前回の検討会で出された意見等を反映した「学校施設整備基本構想・基本

計画（素案）」の内容を確認し、前回からの修正箇所を中心に、項目や表現などにつ

いて活発な意見交換を行いました。

今後は、今回出された意見等を踏まえて修正した「学校施設整備基本構想・基本

計画（案）」のパブリックコメントを実施し、令和６年１月ごろの策定を目指します。
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学校施設整備基本構想・基本計画とは

資料は市HPで
ご覧いただけます

新しい学校の建設に向けて、施設整備に関する基本的な考え方を整理し、今後の基本設計、実施

設計に反映させるために策定するものです。

計画の構成イメージは、次のとおりです。

施設整備
の方針
（こんな
学校施設に
したい）

整備の
基本的な
考え方

（整備方針を
具体的にし
たもの）

■ワタシの居場所
学校に行きたいと思える魅
力ある施設／明るく開放的
な空間／木材の積極的な
活用／誰もが健やかに生
活できる環境

■ワタシが学ぶ
子どもが快適に学べる空間
／いつでもどこでも学べる
／多様な子どもへの対応

１学校敷地（計画学級数・施設の規模・計画敷地） ２開校目標年度
３造成と配置 ４平面・断面計画 ５建替工程の検討（榛原のみ）
６概算事業費とスケジュール案 ７開校に向けて

相良地域・榛原地域の計画

推進に向けて

基
本
構
想

基
本
計
画

エリアと動線の考え方

コンセプト

整備方針

【榛原地域】

地域と共に わくわく学び・
体験できる みんなの学校

【相良地域】

夢につながる みんなの学校

学校再編計画の方針

１ ワタシをつくる ２ つながる「人・学び・体験」 ３ ささえる

計画の目的、性質、施設を考えるにあたっての条件

各部屋・運動施設・屋外施設・設備の考え方



［発行］牧之原市教育委員会 教育文化部 学校再編推進室

［電話］0548-53-2640 ［FAX］0548-53-2657 ［メール］g-saihen@city.makinohara.lg.jp

新しくつくる義務教育学校のイメージ

新しい学校づくり豆知識 ６

学校施設の５つの姿の方向性③‐２

地域や社会と連携する共創空間とは？

『新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について』
（文部科学省）の中で示されている「５つの姿の方向性」に対す
る本市の方針を、順番に解説します。

③－２ 多様な「知」を集積するための複合化・共用化等

地域の実情等に応じて、地域の人づくりや魅力向上のための
基盤となる学校施設を核とし、他の公共施設等との複合化・共用
化等を図るなど、多様な「知」が集積し新しい価値を生み出す施設としての整備を推進する必要がある。

■牧之原市が新しくつくる義務教育学校の方針

両地域共に、学校施設内に放課後児童クラブを設置する。日中の放課後児童クラブの部屋を学

校が使用したり、学校のトイレや水道を放課後児童クラブが使用したりするなど、できる限りそれ

ぞれが共用できるようにする

体育館、武道場、グラウンドは、平日夜間と休日に地域開放する

音楽室等の特別教室も、将来的に地域開放できるよう「地域開放エリア」に配置する

授業のワークスペースを広げたり、学年単位で活動したり
できる広さとします

子どもの居場所となるよう、居心地が良く魅力的な空間と
し、気軽に利用できるつくりとします

普通教室とつながるオープンスペース 学校図書館

雨天でもうわぐつのまま活動できるような屋根のある場
所、教室からつながるテラスなどを整備します

いつでも学べる半屋外空間

可能な限り、階段や音楽室などを、多様な活動や学びの成
果を表現できるスペースとします

プレゼンスペース

「牧之原市義務教育学校施設整備基本構想・基本計画（素案）」に掲載しているイメージの一部

を紹介します。


